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異種の単純工場を統合したハイマン (Heymann，H. G.)の統合工場付ieg'emischte 



































田諒吾「カー ネギー 製鋼会社の形成過程J(立命轄経営空第11巷草2号.3"'4号). ，フェデラル
・スチ ル・ヵ νパヱーの形成過程J(同上誌第12巻第 3号，第5~6号)など)。ハイマンの研究
もこ申方向をさしている.製鉄勺 γビナー トの構造については坂本和→『現代巨大企業の生産過
程』を書照。




















































績工場・織布工場をモデルにおき， それについてのユーア (Ure，A.)の The






























































6 (142) 館 115巻摺9号
マルクスの「機械と大工業」論が19世紀中期 fギリスの紡績ヱ場・織布工場と
〈に紡績工場をそデノレにした工場の一般理論であることを忘れてはならない。





























































































































































がいわゆるフォード・システム (Fordsyste皿〕で， 乙れは大量生産の第 2段階
とよんでよかろう。






























































6) マルクλ 『資本論， (前掲回a)497-8ベ ジ。
7) さしあたり日本紡績協会『綿花から織物まで』の第2編「紡績」参照。
14 (160) 第 115巻第3号
表2 イギリス紡績工場 (52台〉由労働力構成
(1830年代〉
職場 工 程 職 種
事手|苦手|少年|少女
簿記係 (clerkor book守keeper)
綿混打室 I混打綿 開綿工 (spreader)
工程 打綿工 (batterand picker) 
職長 (headcarder overlooker) 3 
給綿工 (cottontaker-in) 2 
硫 枕細工 (card-tender) 13 
硫綿工程 月トリヅパー(cylincler-stripper) z 
ストリッパー (top-card-stripper) 12 
綿 掃除工 (brusher) 3 
※磨針工 (grinder) 4 
練篠工程[ 練篠工(drawing-frame阻n悼の
室 始紡工 (strecher) 14 14 
粗紡工程 練紡工(jack-tenter) 13 
粗糸選別工 (rovi-ng-sorter) 3 
職長 (overlooker) 2 
精 精紡工 (spinner) 103 
先占 |会る王主 糸継工 (pie問。 306 97 
室
掃除工 (scavenger)
検尺工 (yarn-examiner) 1 
※革工 (rolle同 overer) 3 
その他 ※機械工(皿.echa町田〕 6 
※機関工 (engineer) つ
※守衛 (watchman) 1 
言十 2 6職種 1 1471 1岨 13331 111 
総 言十
備考1. Ure， A.， op. cit.， vo1. I， p.4岨堀江英一「綿業工場J(前掲書第1章.)20ペー ジ.
2 職種の配列に註意， )廷は間接暗括主















成 成 18 才未満の年少者
職 男 女 総
年 年
工わ職わ 司ミ 工場主わ 職わ 耳ミ
男 女 望れ工れ れ工れ
場 るにる る Jこる Z十
子 子 雇者雇者 明 雇者雇者 明
混 打 布市
27人2 69人8 212 人 人1 9 人 9人4 人2 3 人 32人1 1，29人1 
〔21%〕 (54% ) (259〕6 (1∞〉
硫 綿 2，350 3，5(0371 〕1.229 81 18 2.061 117 40 3，5( 46 9(，310907 〕(25) 38) 
ミL ール精紡 5，163 1，189 697 5.852 50 3462(，21 84 24 9，253 15(，6105 0〉(33) (8) (37) 4) (59) 
草 工 61 87 5 1 9 7 22 170 (36) (51) (15) (100) 
動力・整備 927 7 43 3 B 1 55 989 (94) (1) (5) (100) 
備考 Ure，A.， op叫.vol. I!. p. 334掴江英一「綿業工場(前掲書第l章)24ベ一九








































の AnEarly Experiment in Industrial-Or19副~izatωn， being a His如ry01 













8) 以トソホ フーァウソトリー についてり説明はロ ノレの書物Lつい仁のすぐれた解説 塩見
治人「機慨製作工場J(堀江英編著『イギリス工場制度の成立』第3章)によった。
第 115巻第3号18 (154) 


























ソホ ・ファウンドリーは週 1 台の蒸ラ<\~幾関をつくるように設計された蒸気
機関製作専門工場であって，いろいろの機械を少数づっ作る多種少量生産型工
場とちがって，加工順序は完全に定型化している。その職場は，表4からわか






































田 (1日〉 第 115巻第3号
表 5 ソホー・ファウンド 1)-0)労働力配置
(1800年ごろ〉
工 程 |作業組 foreman I assistant man boy or lad 百十
中 〈 り 1 1 1 2 
穿 手L 2 2 2 
旋韓加工 3 1 1 2 
4 2 2 
5 1 1 2 
仕上加工 6 1 2 1 4 
7 1 2 3 
8 1 l 1 3 
9 1 1 
10 1 1 2 
11 1 1 2 
12 2 2 
13 1 1 2 
14 1 1 2 
15 1 1 
16 1 3 4 
17 l 3 1 5 
一般労働| 18 (18J 






































22 (158) 摺 115巻第3号
て上からきめられることになった。 ζ うして19世紀の工場を支配した作業組は
解体され，作業組のなかでの熟練組長による未・不熟練工の監督という分散管















流れ作業組織は，いうまでもなく，フ才 ドが1913年にハイラ γ ド・パーク
自動車「工場J(Highland Park Plant)で確立した新Lい大量生産方式で、ィ
ラY ド・パ ク「工場」はそれぞれ大量生産方法を採用した多くの工場の有機






























































14) オ トメー ションについては， ~<の文献があるが，さしあたり Edi柏田 of Scientific Ame 
rican， Automatic Control (松田武韮訳『第2次産業革命"1)， Li1ly， S.， A叫哨tation.and 
Social Progr出>c鎮目恭夫訳『オー トメー ジ aγ と社会の発展~)などを宰照.























りあっかうパペッジの分業論 (Babbage，Ch.. on the Economy of Machinery and Manu. 
factures)とがあるー 流れ作業担織にいたる分業はスミス二マルクスのいう分業の展開であり，
テイラー 以後の管理組織は，どちらかというと，パベックのいう分業の展開である.
